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公共施設の在り方を考える②



　新しい年が明けてひと月が過ぎました。

平成という時代もあと１年３か月余りとなり

ます。振り返るにはまだ早いかもしれません

が、全国的に平成という時代は、戦争もなく、

平和な時代だったものの、阪神淡路大震災、

東日本大震災をはじめとする大きな災害や、

世界ではテロなどもあり、『失われた20年』、

『地方消滅』など、あまり明るくない話題も

多かったように思います。

　しかし、東神楽町にとってみれば、ひじり

野団地開発が始まったのが平成元年(1989

年)でした。その後、市街地の道道拡幅事業

により街並みも一変し、旭川空港に新しい

ターミナルビルもでき、人口も１万人を超え

るなど、発展していった時代だったと思いま

す。その平成の終点にあたり、今の時代を

担う私たちにとっては、次の時代にどうやっ

て東神楽町を持続させ、発展させていくか

が課題になってきます。

　１月から、公民館ごとに地区別まちづくり

計画を改正するための地区会議を始めてい

ます。４年前に、地域の課題を発見し、目

標を定め、実行するため、地域の皆さんと

役場職員が議論しながら計画を作りました。

４年経って、できたこと、できなかったこと、

それぞれあるかと思いますが、またしっかり

議論しながら、地域の将来を考えていただ

きたいと思っています。また、このことが地

域の元気につながります。地域の元気がこ

の町を輝かせる源だと思っています。

　今月号の表紙は成人式
で撮った１枚。この日の
ために着飾られた新成人の皆さんは、とてもきらびやかに映
りました。新成人の皆さん、おめでとうございます。
　（こ）は今年で30歳を迎えます。成人式から約10年、長かっ
たような短かったような…。気持ち的には 20 歳のころから
あまり変わっていなくても、昨年は数々のけがに見舞われる
など、確実に年を取っていることを認めなければいけないの
かなと思う、今日このごろです。（こ）

東神楽町長
山本　進

平成29年12月末現在
（　）内は前月比［　］内は前年同月比

10,380人（－8）［－23］
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● 男4,899人（－11）［－14］ ● 女5,481人（＋3）［－9］
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住民基本台帳より
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東神楽町の発展を願う  新年交礼会

１月10日㈬

新たな年  火災のない１年を願って

身近な情報などをお待ちしています。また、このページの掲載写真は、
ご本人に差し上げますのでご連絡ください。　　　　　　 　　　　  ■ まちづくり推進課　☎ 83-2113

旭川信用金庫と協定を締結

地区別まちづくり計画を見直します

H I G A S H I K A G U R A  T O W N  N E W S

12月25日㈪

１月５日㈮

１月17日㈬・19日㈮

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 平成30(2018)年・２月

p2_3.indd   3 2018/01/22   14:55:22



義経公園

緑町団地

ホクレンショップ
東神楽店

新町団地

図書館総合体育館

世代交流センター
これっと

東神楽農協

特別養護老人ホーム
アゼリアハイツ

南町団地

東神楽郵便局
バスターミナル

Ｂ＆Ｇ
海洋センター
プール

アハハハ
人人
イイ
人ホ

図図

ととっ
交交

300ｍ

建設年度：昭和43･57年
経過年数：49年
構　　造：ＲＣ造
耐 震 性：無
規　　模：2,776 ㎡

③東神楽町役場

建設年度：昭和 40 年
経過年数：52年
構　　造：ＣＢ造
耐 震 性：無
規　　模：706 ㎡

②国民健康保険診療所

建設年度：昭和 53 年
経過年数：39年
構　　造：木造
耐 震 性：不明
規　　模：302 ㎡

⑥東神楽町交通指導会館

①総合福祉会館（トレーニングセンターを除く）
建設年度：昭和 45 年
経過年数：47年
構　　造：ＲＣ造
耐 震 性：無
規　　模：1,326 ㎡

建設年度：不詳
経過年数：
構　　造：鉄骨造
耐 震 性：不明
規　　模：148 ㎡

④実測センター

建設年度：昭和 60 年
経過年数：32年
構　　造：木造
耐 震 性：有
規　　模：52㎡

⑦青年会館

③東神楽町役場

建設年度：昭和 46 年
経過年数：46年
構　　造：ＲＣ造
耐 震 性：不明
規　　模：732 ㎡

⑤旧消防署

Ｎ
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◆複合化の対象となる公共施設

　

検
討
委
員
会
議
を
実
施

　　

公
共
施
設
等
集
約
化
検
討
委
員
会

は
、
町
内
関
係
機
関
・
団
体
の
代
表

者
な
ど
20
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
３
回
の
検
討
委
員
会
を

開
催
し
、
集
約
化
に
向
け
た
複
合
施

設
整
備
事
業
の
基
本
構
想
案
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

第
１
回
の
会
議
で
は
、
中
央
市
街

地
に
お
け
る
老
朽
化
す
る
公
共
施
設

の
現
状
や
他
町
に
お
け
る
公
共
施
設

の
再
編
整
備
の
先
進
事
例
の
紹
介
を

行
い
、
第
２
回
の
会
議
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
老
朽
化
す
る

公
共
施
設
の
う
ち
、
集
約
す
べ
き
機

能
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
第
３
回
の
会
議
で
、
複
合
施
設

整
備
事
業
基
本
構
想
案
と
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。

　

会
議
を
通
し
、
中
央
市
街
地
に
お

け
る
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
を
、
こ

の
ま
ま
建
て
替
え
や
維
持
管
理
し
て

い
く
と
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
各
公

共
施
設
の
機
能
の
う
ち
、
同
じ
機
能

の
も
の
は
ま
と
め
て
効
率
的
な
利
用

を
図
り
、
公
共
施
設
全
体
と
し
て
の

面
積
を
減
ら
し
て
、
コ
ス
ト
削
減
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
、
共
通
認
識
と
し
て
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、減
ら
す
ば
か
り
で
は
な
く
、

時
代
と
と
も
に
、
新
た
に
必
要
と
な

る
機
能
も
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

複
合
施
設
の
イ
メ
ー
ジ

　　

複
合
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
総
合

福
祉
会
館
と
国
保
診
療
所
を
合
わ
せ

た
施
設
に
、
役
場
の
行
政
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
必

要
な
機
能
に
係
る
施
設
設
備
も
加
え

て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
整
備
予

定
地
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
に
は

一
定
の
面
積
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、

平
成
３
年
以
降
に
建
設
し
た
役
場
庁

舎
の
部
分
は
耐
震
性
な
ど
も
問
題
な

い
た
め
、
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
こ
と

か
ら
、
行
政
ス
ペ
ー
ス
の
連
続
性
な

ど
を
考
え
る
と
、
役
場
を
中
心
と
し

た
場
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

取
り
壊
し
の
上
、
新
た
な
複
合
施
設

に
集
約
す
る
の
か
、
補
強
な
ど
に
よ

り
耐
震
性
を
確
保
し
た
上
で
、
複
合

施
設
と
の
連
携
を
持
た
せ
て
い
く
の

か
、
今
後
、
検
討
委
員
会
で
議
論
し

な
が
ら
進
め
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
複
合
施
設
は
町
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
建
物
に
な
る
た
め
、接
合
面

な
ど
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
し
た
方

が
良
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

平成 29年の広報 10月号で、公共施設の現状と課題
についてお知らせいたしました。試算では、東神楽
町の公共施設は今後 30年で年間平均 10億円の維持
費がかかると見込まれています。今回はこの現状を
踏まえ、適切なサービスを継続して提供するために、
どのように公共施設の集約化を進めていくのかを、
検討委員会の様子などとあわせてお伝えします。

■整備のスケジュール　
　現段階においては、建設費
に活用できる有利な起債が時
限的なものであることから、
平成 32 年度の着工を予定して
おり、建設や運営に当たって
の民間活力の活用についても、
検討していく予定です。
　今回まとめられた基本構想
を基に、本年７月を目途に、
より具体的な基本計画の策定
を予定しています。

平成30(2018)年・２月 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら

p4_5.indd   4 2018/01/22   15:14:58



区　分 整備の方向性

文化機能

・音楽や演劇など多種多様な演目に対応可能な音響性能を有する
ホールを整備する

・ホールの観客席は可動式で収納できるなど工夫する
・出演者などの動線に配慮した控室を整備する
・防音機能を備え、ホールのステージ同規模のリハーサル室を整備
する

・文化サークルの活動室を整備する（会議室、料理実習室、和室など）
・利用団体用のロッカーの設置を検討する

交流機能 ・町民相互の交流空間としてカフェの整備を検討する
・情報発信、情報交換の機能配置を図る

健康相談機能 ・高齢者などが軽い体操・運動が出来る空間の整備を検討する
・健康相談など、気になることを相談できる室を整備する

診療機能

・入院する機能は想定しない
・適切な動線を検討し、所要室を配置する
・感染源が遮断できる機能を検討する
・感染患者などのための出入口を設ける

行政窓口機能

・町民が効率的な動線で利用しやすい窓口を整備する
・使いやすいローカウンターを整備する
・プライバシーに配慮した窓口や相談室を整備する
・誰にでもわかりやすい案内表示とする

執務機能 ・執務空間と利用者空間の明確な区分
・拡張性があり多用途に使用できる会議室

防災機能

・災害時に対策本部を設置するためのスペースや放送・通信設備を
整備する

・応急物資など防災物品を格納するスペースを整備する
・避難所としても利用できるスペースを整備する
・災害対応車両などを配置できる広い駐車スペースを整備する
・地震や水害などの災害に強い構造とする

施設管理機能

・省エネルギーに配慮した照明・空調設備を整備する
・個人情報や行政情報を適正に管理するための強固なセキュリティ
を整備する

・管理や更新が容易にできる効率的な設備等を配置する
・耐久性のある外装材を使用する

車両格納機能
・バス、建設車両（除雪車）、公用車などの各種車両を格納する
・機能上必要であれば、同一棟ではなく別棟や分離などを検討する
・物品を収納する

その他機能 ・待合い用のキッズスペースを整備する

　町では、標記の計画などを策定中です。これらの案を
公表し、意見を集約するため、次のとおりパブリックコ
メントを実施します。

■東神楽町都市計画マスタープラン
　都市計画法に基づく「市町村の都市計画に関する基本
的な方針」として、市街地やその周辺地域の土地利用並び
に都市整備の方針を示すもの

■立地適正化計画
　都市再生特別措置法に基づき、コンパクトなまちづくり
の実現を目指して、住宅および都市機能施設の立地の適
正化を図るためのもの

■複合施設整備事業基本構想
　中央市街地に点在している老朽化や耐震基準を満たして
いないなどの公共施設について、多機能で利便性の高い
複合施設となるよう集約化の方向性を示したもの

■意見募集期間　１月 22 日㈪～２月 21 日㈬
■公表方法　ＨＰでの公表、およびまちづくり推進課、ふれあ
い交流館で供覧
■提出方法　次のいずれかの方法で提出してください。意
見書様式は、ホームページに掲載するとともに、まちづくり
推進課およびふれあい交流館に設置します（任意様式で
も可）。なお、提出の際は、住所、氏名（法人その他の団体に
あっては、名称、事務所または事業所の所在地および代表
者の氏名）、電話番号を記入してください。
①電子メール　kikaku@town.higashikagura.lg.jp
②郵送または持参（東神楽町まちづくり推進課あて）
　〒071-1592　東神楽町南 1条西 1丁目 3番 2号
③ＦＡＸによる方法　0166-83-4180
※提出された意見の内容と町の考え方については、ＨＰ
で公表します（氏名などの個人情報については、一切
公表しません）。なお、提出された意見については、個
別の回答はしませんのでご了承ください。
■問い合わせ　まちづくり推進課（☎ 83-2113）
　　　　　　　建設水道課（☎ 83-5414））

■集約する機能の方向性について　
　左の表は、複合施設に集約する機能や、新たに
加えたい機能など、委員の意見や、役場として必
要と考えたものについて記載しています。
　会議室や活動室などについては、同じ機能のもの
は集約して、新たな機能としては、文化ホールの観
客席に可動式のもの、住民が集い交流できるカフェ
やサロンのような機能、健康相談や軽い体操などが
できる場所があればという意見などがありました。
　また、周辺の総合体育館やつつじ館、図書館と
の機能分担は必要であると共通認識を図りなが
ら、基本構想案としてまとめました。
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　大雪地区広域連合は、保険者
として平成16年４月から業務を
開始しています。
　平成29年12月22日に行なわ
れた第３回大雪地区広域連合議
会定例会で、平成28年度の一般
会計と３特別会計の決算が認定
されました。その決算の概要に
ついてお知らせします。
※決算額については四捨五入処理を
しているため、実際の決算額と異
なる場合があります。

【
一
般
会
計
】

　

平
成
28
年
度
は
大
雪
地
区
広
域
連

合
が
保
険
者
と
し
て
業
務
を
開
始
し

13
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
６
名
の
派

遣
職
員
と
４
名
の
専
任
職
員
で
業
務

を
行
い
、
関
係
町
・
関
係
機
関
と
協

議
を
行
い
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
効
率
的
に

事
務
処
理
を
進
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

　

平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
）
に
計
上
さ
れ

た
要
介
護
高
齢
者
数
の
現
状
と
将
来

推
計
な
ど
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
円
滑
な
事
業
運

営
と
給
付
の
実
施
を
進
め
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
第
５
段

階
で
あ
る
標
準
的
な
年
額
保
険
料
を

６
万
９
３
０
０
円
（
月
額
５
７
７
５

円
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
準
備
基
金
は
、
平

成
28
年
度
中
に
１
５
１
万
円
を
追
加

で
積
み
立
て
、
平
成
28
年
度
末
現
在

の
基
金
残
高
は
３
３
１
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
の
介
護
保
険
料
抑

制
の
た
め
に
有
効
な
活
用
を
図
り
ま

す
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
と
安
定
化
、

平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、
最
少
の
負

担
で
医
療
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
料
率
を
設
定
し
ま
し
た
。
住
民
福

祉
の
向
上
と
公
平
負
担
の
確
保
と
い

う
制
度
の
基
本
に
立
ち
、
３
町
の
被

保
険
者
に
か
か
る
必
要
な
保
険
給
付

費
を
見
込
み
、
健
全
経
営
が
で
き
る

よ
う
関
係
町
と
協
議
を
重
ね
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
の
う

え
保
険
料
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

療
養
給
付
費
（
費
用
額
ベ
ー
ス
）

は
、
26
億
７
８
９
４
万
円
と
な
り
、

２
億
６
５
４
０
万
円
の
余
剰
金
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
費
全

体
で
予
算
額
を
下
回
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
保
財
政
調
整
基
金
は
、
平
成
28

年
度
中
に
預
金
利
息
を
追
加
で
積
み

立
て
、
平
成
28
年
度
末
現
在
の
基
金

残
高
は
１
億
３
４
３
３
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
国
保
財
政
安
定
化

に
向
け
た
財
源
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
老
人
保
健
制

度
に
変
わ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
が
、申
請
や
被
保
険
者
証
の
交
付
、

保
険
料
の
徴
収
事
務
な
ど
は
大
雪
地

区
広
域
連
合
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
さ
れ
た
保
険
料
や
３
町
の
被

保
険
者
に
か
か
る
医
療
給
付
費
の
負

担
分
を
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
納
付
し
て
い
ま
す
。
療

養
給
付
費
（
費
用
額
ベ
ー
ス
）
は

45
億
７
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平
成
28
年
度

  

大
雪
地
区
広
域
連
合

決
算
の
概
要

大雪地区広域連合歳入歳出決算額
会計区分 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

一 般 会 計 11億9429万円 11億9291万円 138万円
介 護 保 険 特 別 会 計 30億3681万円 29億4984万円 8697万円
国民健康保険特別会計 42億4208万円 39億7668万円 2億6540万円
後期高齢者医療特別会計 7億6282万円 6億9241万円 7041万円

合　　計 92億3600万円 88億1184万円 4億2416万円

国民健康保険被保険者医療費の動向

一世帯あたり 60万  927円

一
人
あ
た
り

全　　　体 33万  774円

前期高齢者 48万3061円

保険料収納状況（現年分）
区　　分 調定額 収入額 不納欠損額 収入未済額 収納率

介 護 保 険 料 5億9166万円 5億8983万円 0 183万円 99.69%
国 民 健 康 保 険 料 8億  265万円 7億8311万円 2万円 1952万円 97.57%
後期高齢者医療保険料 2億4008万円 2億3920万円 0 88万円 99.63%

介護給付費の状況
区　　分 給付費総額 受給者数 月額給付費（一人あたり）

居宅介護サービス等給付費 16億  589万円 1362人 9万8256円
施設介護サービス等給付費 12億  710万円 332人 30万2986円

合　　計 28億1299万円 1694人 40万1242円

後期高齢者医療被保険者医療費の動向

医 療 費 総 額 45億  776万円

受 給 者 数 4836人

一人当たりの医療費 93万2126円      

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 平成30(2018)年・２月
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■開設期間
　還付申告　１月18日㈭～３月14日㈬　（土日、祝日および３月１日㈭、２日㈮を除く）
　確定申告　２月16日㈮～３月14日㈬　（土日、祝日および３月１日㈭、２日㈮を除く）
※譲渡所得を含む申告については、役場で受け付けられない場合があります。
※申告書の作成には時間がかかるため、長時間お待たせすることがありますのでご了承ください。
■開設時間　午前９時～午後５時（受付終了：午後４時30分）
※２月22日㈭、23日㈮は、夜間受付を行いますのでご利用ください。
　（開設時間：午後６時～午後８時　受付終了：午後７時45分）

■開 設 日　３月１日㈭、２日㈮
■開設時間　午前９時～午後５時（受付終了：午後４時30分）
■会 場　ふれあい交流館　会議室１（工事により場所が変更となる場合があります）　
※３月１日㈭、２日㈮は、役場での受付はしておりませんのでご注意ください。

①収入を確認できるもの（主なもの）
　給与所得の源泉徴収票（原本）、公的年金などの源泉徴収票（原本）、事業所得・不動産所得のある方は収支内訳書など
②控除額の確認できるもの（主なもの）
・医療費控除…医療費の明細書または医療費の通知書（お知らせ）
※明細書および通知書などについては、病院、薬局、人ごとに整理が必要です
※医療費の通知書は、自己負担分の記載がないものは使用できません
・セルフメディケーション控除…セルフメディケーション税制の明細書と一定の取り組みを行ったことを明らかにする
　書類。（例：職場や町で受けた健康診断やがん検診の結果通知表など）
・社会保険料控除…健康保険料の領収書・国民年金保険料控除証明書など
・生命保険料控除…支払額などの証明書
・地震保険料控除…支払額などの証明書
・寄附金控除…寄附の受領書
・障害者控除…障害者手帳
※その他の控除などについてはお問い合わせください。
③本人確認書類（『マイナンバーカード』であれば１点、
　それ以外は『通知カード』と『運転免許証など』の２点）
④印鑑
⑤口座番号を確認できるもの（還付がある方）

問い合わせ　税務課　☎83―2119

東神楽町役場での確定申告の受付は３月14日㈬まで

平成30(2018)年・２月 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら
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事業主の方へ　　～法定調書提出期限は１月31日㈬１月31日㈬です～
法定調書は平成29年中の支払分をまとめて提出するもので、期限は１月31日㈬です。合計表を添付し、旭川東税務署に
提出してください。なお、給与支払報告書の提出は、受給者の住所地の市町村ごとに区分し、それぞれの総括表を添付
して当該市町村へ提出してください。また、その際に本人確認書類（マイナンバーカードまたは通知カード ＋ 免許証な
ど）をお持ちください。詳しくは、旭川東税務署（☎23-6291）までお問い合わせください。

確定申告書は国税庁の
ホームページで作成できます
所得税および復興特別所得税・消費税および地方消
費税・贈与税の申告書は、国税庁ホームページの『確
定申告書等作成コーナー』を利用して作成できますの
で、ぜひご利用ください。
国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナー』
の画面の案内に従って金額などを入力すれば、税額な
どが自動計算され、作成した申告等データをe-Taxへ
送信することで、確定申告会場に行かずに自宅から申
告できます。
※作成した申告書を印刷して、郵送で提出することも
可能です。
e-Taxに関する情報は『e-Taxホームページ』まで　
確定申告書等作成コーナーに関する情報は『国税庁
ホームページ』まで
※操作に関するお問合せはe-Tax・作成コーナーヘル
プデスク（☎0570-01-5901）まで

旭川北洋ビルで確定申告の
受付を行います
旭川東税務署では、確定申告会場を『旭川北洋ビル
９階（旭川市４条通９丁目）』に開設します。
※税務署の庁舎内には確定申告会場を設置しており
ませんので、ご注意願います。
○開設期間 :２月16日㈮～３月15日㈭（土日、祝日を除く）
○開設時間：午前９時～午後５時（受付終了：午後４時）
※申告書の作成には時間がかかりますので、なるべく
お早めにお越しください。なお、会場が混雑してい
る場合には、受付を早めに締め切ることがあります。
※本人確認書類（マイナンバーカードまたは通知カー
ド ＋ 免許証など）をお持ちください。
※申告書を作成済の方は、旭川東税務署へ郵送等に
より提出をお願いします。
○詳しくは、旭川東税務署（☎23-6291）へ
※自動音声でのご案内となります。

次のいずれかに当てはまる方などで、源泉徴収された税金や予定納税をした税金が納め過ぎになっている方は、申告
をすることにより税金が還付されます。
①総合課税の配当所得や原稿料などがある方
　年間の所得が一定額以下である場合（一定額は、所得金額や源泉徴収された税金などにより異なります）。
②給与所得者で次の控除を受ける方
　雑損控除や医療費控除、寄附金控除、住宅借入金等特別控除（年末調整で控除を受けている場合を除く）などを受
けられる場合（給与所得者で確定申告の必要がない方が還付申告をする場合は、各種の所得（退職所得を除く）に
ついても申告が必要です）。
③年の中途で退職した後就職しなかった方
　給与所得について年末調整を受けていない場合（源泉徴収票で、支払金額と源泉徴収税額のみが記載されている場合）。
④退職所得がある方
　次のいずれかに該当する場合。
◆退職所得を除く各種の所得の合計額から所得控除を差し引くと赤字になる場合。
◆退職所得の支払いを受けるときに『退職所得の受給に関する申告書』を提出しなかったため、20.42％の税率で源
泉徴収がされ、その源泉徴収税額が正規の税額を超えている場合。

⑤所得が公的年金等に係る雑所得のみの方
　医療費控除や社会保険料控除などを受けられる場合。
⑥予定納税をしている方

　確定申告の必要がない場合
※住宅借入金等特別控除などの税額控除を受けて所得税額および復興特別所得税額が発生しない方で、医療費が一定
額以上ある場合は、申告をすることによって所得税および復興特別所得税の還付はありませんが、住民税が減額に
なる場合があります。

確定申告をすることで税金の還付が受けられます

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 平成30(2018)年・２月
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【
議
案
第
１
号
】
平
成
29
年
度
東
神
楽
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
９
９
７
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
67
億
５
８
３
８
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

【
議
案
第
２
号
】平
成
29
年
度
東
神
楽
町
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
３
８
８
万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
は
２
億
９
０
７
４
万
３
０
０
０
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
議
案
第
３
号
】
平
成
29
年
度
東
神
楽
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
収
益
的
支
出
を

46
万
円
増
額
し
、
支
出
の
総
額
を

１
億
９
２
９
７
万
９
０
０
０
円
と
す
る
と

と
も
に
、資
本
的
支
出
を
46
万
円
減
額
し
、

１
億
８
３
７
３
万
８
０
０
０
円
に
な
り
ま

し
た
。

【
議
案
第
４
号
】
東
神
楽
町
志
比
内
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

　

こ
れ
は
、
志
比
内
地
区
公
民
館
の
建
替

え
に
伴
い
、
施
設
の
名
称
を
『
志
比
内
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
』
と
し
、
設
置
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
事
項
を
条
例
で
定
め
る
も

の
で
す
。

【
議
案
第
５
号
】
東
神
楽
町
職
員
の
分
限

に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

こ
れ
は
、
職
員
が
水
難
、
火
災
そ
の
他

災
害
に
よ
り
、
生
死
不
明
ま
た
は
所
在
不

明
と
な
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
休
職
す
る

こ
と
が
で
き
る
規
定
を
追
加
す
る
た
め
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

【
議
案
第
６
号
】
東
神
楽
町
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

こ
れ
は
、非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
に

つ
い
て
、特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
例

外
的
に
２
歳
に
達
す
る
ま
で
休
業
で
き
る

規
定
を
追
加
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で

す
。

【
議
案
第
７
号
】
東
神
楽
町
住
宅
使
用
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
改
修
済
み
の
住
宅
の
家
賃
の

改
定
、
志
比
内
小
学
校
教
職
員
住
宅
の
取

り
壊
し
に
よ
る
削
除
、
志
比
内
小
学
校
教

職
員
住
宅
で
現
在
、
山
村
留
学
者
が
入
居

し
て
い
る
住
宅
を
そ
の
他
住
宅
と
す
る
た

め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
８
号
】
東
神
楽
町
企
業
等
立
地

促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進

法
の
一
部
改
正
、
お
よ
び
課
税
免
除
の
対

象
要
件
を
緩
和
し
、
対
象
者
を
拡
大
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
９
号
】
東
神
楽
町
町
営
住
宅
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
の
新

築
に
よ
り
、
入
居
資
格
お
よ
び
期
限
付
き

入
居
の
追
加
な
ど
を
す
る
た
め
改
正
す
る

も
の
で
す
。

【
議
案
第
10
号
】
定
住
自
立
圏
の
形
成
に

関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の

締
結
の
件

　

こ
れ
は
、
現
行
の
『
定
住
自
立
圏
の
形

成
に
関
す
る
協
定
』
で
、
企
業
誘
致
推
進

事
業
に
つ
い
て
、
企
業
立
地
促
進
法
の
改

正
に
よ
り
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
法
の
目
的
が
変

更
さ
れ
た
た
め
、
法
的
な
根
拠
を
示
す
部

分
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

【
閉
会
中
の
継
続
審
査
及
び
調
査
申
出
の

件
】

　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
、文
教
産
業
常

任
委
員
会
、議
会
広
報
常
任
委
員
会
の
３

常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
に

お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
閉
会
中
に
所
管
事
務

の
継
続
調
査
を
行
う
こ
と
を
承
認
し
ま
し

た
。

  
第第  

４４  

回回  

町町  

議議  

会会  

定定  

例例  

会会

12
月
13
日
に
召
集
さ
れ
、
会
期
２
日
間
で
開
催
さ
れ
た

平
成
29
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
。

教
育
行
政
を
含
む
一
般
町
行
政
の
概
況
報
告
、

定
期
監
査
の
結
果
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

平
成
29
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
案
、
関
連
条
例
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
７
名
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
14
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

平成30(2018）年・２月 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら

p10_11.indd   10 2018/01/19   13:33:43



特
　
　
集

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

情
報
案
内
板

Pick up

【
指
摘
事
項
１
】

町
税
な
ど
の
未
収
対
策
に
つ
い
て

　

町
税
、
使
用
料
な
ど
の
未
収
対
策
に
つ
い
て

は
、『
収
納
対
策
室
』
を
設
置
し
賦
課
担
当
課

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
電
話
催
告
や
滞
納

処
分
を
実
施
し
、
収
入
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
町
税
な
ど
全
体
の
収
入
未
済
額

は
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
現
年
度
分
の
徴
収
率

に
つ
い
て
も
、
前
年
に
比
し
上
昇
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
そ
の
努
力
を
認
め
敬
意
を
表
し
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
そ
の
額
は
多
額
と
な
っ
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

町
税
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
り
、
税
収

確
保
は
も
と
よ
り
公
正
・
公
平
な
税
負
担
を

求
め
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
自
主
納
税
の
促
進
と
滞
納
管
理

シ
ス
テ
ム
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
実
態
に
応

じ
た
適
切
か
つ
効
果
的
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、

税
外
収
入
も
含
め
収
入
未
済
額
の
解
消
と
新

た
な
収
入
未
済
の
発
生
防
止
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

【
措
置
（
税
務
課
）】

　

町
税
な
ど
の
収
納
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
各
課
と
連
携
し
、新
た
な
滞
納
の
発
生
防
止

に
重
点
を
置
き
、納
期
毎
に
未
納
者
に
対
し
て
督

促
状
の
送
付
や
、電
話
及
び
文
書
で
の
催
告
を
行

い
、自
主
納
付
の
促
進
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
内
で
の
納
付
が
困
難
な
方
に
対

し
ま
し
て
は
、
分
割
納
付
の
相
談
な
ど
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
日
中
で
は
、
仕
事
の
都
合
な
ど

で
相
談
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
対

し
ま
し
て
は
、
夜
間
の
納
付
相
談
な
ど
で
折
衝

機
会
の
確
保
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
も
な
お
滞
納

と
な
っ
た
町
税
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、納
税

者
個
々
の
状
況
を
考
慮
し
た
徴
収
を
行
う
と
と

も
に
、納
付
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い
滞

納
者
に
対
し
て
は
、給
与
、預
貯
金
、自
動
車
の

差
押
え
な
ど
の
措
置
を
執
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
対
応
が
困
難
な
滞
納
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、
上
川
広
域
滞
納
整
理
機
構
に
引
き
継

ぐ
な
ど
し
て
徴
収
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

使
用
料
、
負
担
金
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

利
用
者
負
担
の
公
平
・
公
正
を
保
つ
た
め
、
関

係
課
と
連
携
し
、
訴
訟
も
視
野
に
入
れ
た
徴
収

対
策
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
税
収
確
保
と
適
正
・
公
平
な
税
負

担
や
利
用
者
負
担
を
求
め
、
適
切
か
つ
効
果
的

な
収
納
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
指
摘
事
項
２
】

基
本
的
な
事
務
の
執
行
に
つ
い
て

　

本
定
期
監
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
各
課
か

ら
提
出
さ
れ
た
監
査
資
料
の
一
部
に
計
算
ミ

ス
や
数
値
な
ど
の
誤
記
が
あ
り
、
差
替
え
や
訂

正
な
ど
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
資
料
に
限
ら
ず
、
全
て
の
事
務
処
理
に

お
い
て
記
載
さ
れ
る
事
項
は
正
確
性
が
求
め

ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
資
金
前
渡
や
概
算
払
い
の
精
算
が
遅

れ
て
い
る
も
の
が
、
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
会
計
規
則
に
沿
っ
た
処
理
を
す

べ
き
で
す
。

　

さ
ら
に
税
関
係
文
書
が
誤
送
付
さ
れ
た
件

や
使
用
料
な
ど
の
口
座
引
落
し
に
つ
い
て
、
金

融
機
関
へ
の
口
座
振
替
の
依
頼
が
遅
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
指
定
日
に
引
き
落
し
が
で
き
な

か
っ
た
事
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
わ
ず
か
な
注
意

で
防
げ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
毎
年
度
職
員
研
修
計
画

に
基
づ
い
て
、
各
種
研
修
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
前
記
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
は
、
公
務
の
厳
正
な
執
行
が
町
職
員
の

基
本
的
な
責
務
で
あ
る
こ
と
を
、
担
当
職
員
が

深
く
認
識
し
た
上
で
、
強
い
倫
理
観
を
持
っ
て

事
務
処
理
に
当
た
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
管
理
職
員
に
お
い
て
は
、
担
当
職
員
を

指
導
し
再
発
防
止
に
向
け
た
再
点
検
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
財
務
会
計
事
務
に
関
わ
る
実
務

研
修
を
定
期
的
に
行
う
ほ
か
、
事
務
の
効
率
化

に
も
配
慮
し
な
が
ら
職
員
の
モ
ラ
ル
を
維
持

し
、
向
上
心
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
人
的
配
置

や
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
な
ど
効
果
的

な
改
善
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

監
査
の
意
見
に
対
し
て
は
、
所
属
単
位
で
の

個
別
的
な
改
善
に
と
ど
ま
ら
ず
、
組
織
全
体
で

危
機
管
理
若
し
く
は
リ
ス
ク
管
理
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
課
題
を
共
有
し
た
う
え
で
、
誤
り
の
起

こ
り
や
す
い
類
似
の
業
務
や
事
務
処
理
手
順

の
分
析
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
有
効
な

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、
実
効
性
の

あ
る
業
務
体
制
の
確
立
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

【
措
置
（
総
務
課
）】

　

基
本
的
な
事
務
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
公
務
の
厳
正
な
執
行
が
町
職
員
の
基
本
的

な
責
務
で
あ
る
こ
と
を
、
全
職
員
が
深
く
認
識

し
た
上
で
、
よ
り
一
層
の
強
い
倫
理
観
を
持
っ

て
事
務
処
理
に
当
た
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
職
員
に
お
き
ま
し
て
は
、
再
発

防
止
策
の
実
施
の
ほ
か
、
財
務
会
計
事
務
研
修

に
よ
る
会
計
事
務
の
適
正
化
や
、
事
務
の
効
率

化
に
も
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
職
員
の
モ
ラ

ル
を
維
持
し
、
向
上
心
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
適
切
な
事
務
処
理
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

は
、
誤
り
の
起
こ
り
や
す
い
類
似
の
業
務
や
事

務
処
理
手
順
の
分
析
を
行
い
、
有
効
な
チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
危
機
管
理
意
識
を
持
ち
、
組
織
全
体
で

危
機
管
理
な
ど
の
課
題
を
共
有
し
た
う
え
で
、

適
切
な
事
務
処
理
や
再
発
防
止
に
努
め
、
実
効

性
の
あ
る
業
務
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、『
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
公
務
員

倫
理
』
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
違
反
リ

ス
ク
を
予
防
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
必
要
な
研
修
会
を
開
催
し
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
よ
り
一
層
の
意
識
啓
発
を
図
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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『酒は百薬の長』はウソ？ホント？その意味と由来
　『酒は百薬の長』とは『適量の酒はどんな良薬よ
りも効果がある』とお酒を賛美したことわざです。
　お酒を飲むと、血液中に入ったアルコールは脳
に到達します。ビール中瓶 1本や日本酒 1合で
は爽やかな気分や陽気になるなど、普段人前で話
が上手にできない人や緊張している人には、緊張
をほぐしてくれることもあります。
　ただ、『酒は百薬の長』と言っても『適量ならば』
という条件があります。実際、お酒を適量飲むこ
とでアルコールが LDL（悪玉）コレステロールの
増加を抑え、HDL（善玉）コレステロールが増加
することや、血液が血管の中で詰まりにくくなる

ため、心筋梗塞や狭心症など虚血性心臓病を予防
する効果が確認されています。
　しかし、お酒を毎日大量に摂取すれば中性脂肪
が増加し、HDL コレステロールの低下、LDL コ
レステロールの増加につながります。さらに血圧
上昇や高血糖状態を引き起こします。
　特に高齢者は、アルコールの代謝機能や体内水
分量の低下による肝臓障害や脱水状態を引き起こ
しやすいので注意が必要です。
　生活習慣病やアルコール依存症などの病気のリ
スクを防ぐため、適度な飲酒を心がけるようにし
ましょう。

■１日のアルコールの適量
お酒の種類 アルコール度数 単　位 おおよその量
ビール ５度 中瓶１本 500 ミリリットル

日本酒 15 度 １合 180 ミリリットル

焼酎 25 度 0.6 合 110 ミリリットル

ウイスキー 43 度 ダブル１杯 60 ミリリットル

ワイン 14 度 ボトル 1/4 本 180 ミリリットル

缶チューハイ ５度 1.5 缶 520 ミリリットル

■飲酒と健康リスク
　飲酒量と健康リスクの疫学調査によると、高血圧や脳出血は飲酒の消費量が増えればリスクも高く
なりますが、虚血性心疾患や脳梗塞・2型糖尿病では非飲酒者と少量飲酒者のリスクを比較すると、
少量飲酒者の方が、リスクが低いことがあります。しかし、大量に摂取すればリスクは高まります。

■飲酒量と死亡率
　飲酒量と死亡率の調査では、男女とも１日平均アルコール消費量の平均 23 グラム未満 ( 日本酒 1
合未満 ) が、最もリスクが低くなっています。

引用：公益財団法人長寿科学振興財団WEB サイト「健康長寿ネット」
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　今年の積雪は、長野県北部の山間部では平年の
２倍。しかし私の住む長野県中部では積雪が平年
の半分となっています。東神楽町の積雪はいかが
でしょうか。
　先日、近所の山歩きをしてきました。例年、冬
季の山中は積雪のため大変危険で、歩くことはで
きませんが、今年は全く雪がありませんでした。た
だ気温は平年並みで地面はカチカチの凍土でした
ので、滑らないように気を付けながら歩きました。
　森の木々は落葉樹が多く、足元には多くの枯葉
が落ちていました。夏の暗い森とは異なり明るく
て、木々の樹皮が良く観察できます。先月もお話
をしたカラマツは褐色で粗く縦に裂けた樹皮、コ
ナラの老木は灰白色で深く裂けた樹皮、オオヤマ
サクラの大木は紫褐色で滑らかな縞模様の樹皮、
ヤマモミジやハウチワカエデの若木は灰褐色で滑
らかな樹皮、シラカバの幼木は真っ白な樹皮、サ
ンショウの老木は灰白色でトゲトゲの樹皮など、
それぞれ個性のある樹皮が観察できました。樹皮
を見ながら春の息吹を想像でき、とても充実した
山歩きとなりました。

　落葉樹に交じって、マユミやヤブツバキ、イチ
イなどの常緑樹が濃い緑の葉をいっぱいつけて、
厳しい寒さにじっと耐えていました。常緑樹は一
年中葉をつけて、そのときに必要な量だけ光
合成して栄養を作ります。体内に養分を蓄え
るシステムが十分に無く、冬でも栄養を作ら
なくてはいけません。また、寒さに弱い幹を
たくさんの葉で覆い守っているともいわれて
います。そのため冬季でも葉を落とすことは
できません。

　常緑樹は、晩秋や冬
の剪定を行い多くの葉
を失うと、寒さに耐え
られなくなり枯死する
こともあります。本来
の剪定は、春から初夏
に行いますので注意し
ましょう。落葉樹は一
般にすべての葉を落と
す晩秋から冬の休眠期
に剪定や移植などの適
期となります。落葉までに体内にでんぷんなどを
十分に蓄え、葉を落として休眠に入ると同時に樹
液の活動が止まります。落葉樹には寒さの厳しい
冬を乗り越えるシステムが備わっています。剪
定や移植をしても体力を落とし枯れにくい体を
持っています。但し、例外もあります。秋早々に
真っ赤に色付いた葉を落とす桜やカエデの仲間
は休眠が短く、年明けには樹液が動き出します。
剪定は 12月下旬までに済ませます。
　人それぞれに個性があるように、木々にも樹皮
や樹形など個性があり
ます。厳しい風雪に
耐えて、そこにじっ
と立っている木々
の思いを感じると
力をもらえますね。

木々のぬくもり
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子
ど
も
の
体
力
低
下
が
叫
ば
れ
て
久
し

く
経
ち
ま
す
。
こ
れ
は
、
親
が
子
ど
も
の

将
来
を
考
え
、
ま
ず
文
字
や
数
字
と
い
っ

た『
知
育
』の
部
分
を
優
先
し
て
し
ま
う
か

ら
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、『
知
育
』
も
大
切
な
成
長
を

促
す
部
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、実
は『
運
動
』

も
お
子
さ
ん
の
成
長
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
は
、
運
動
遊
び
の
大
切
さ
や

方
法
な
ど
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
体
力
の
低
下
が
招
く
こ
と

　

体
力
の
低
下
に
伴
い
、け
が
を
す
る
子

が
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。け
が
は
骨
折
が

多
く
、転
ん
だ
拍
子
に
体
を
守
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、大
き
な
け
が
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
、肥
満
や
糖

尿
病
を
抱
え
る
子
も
増
加
し
て
い
る
よ
う

で
、
食
生
活
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、運

動
不
足
に
よ
り
体
の
代
謝
量
が
衰
え
て
し

ま
っ
た
か
ら
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
体
力
を
向
上
さ
せ
る
色
々
な
遊
び

　

幼
児
期
に
は
、
神
経
系
の
器
官
の
発
達

が
目
覚
ま
し
く
、
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
た

運
動
遊
び
を
す
る
こ
と
で
更
に
運
動
器
官

が
鍛
え
ら
れ
、
一
生
も
の
の
運
動
能
力
が

身
に
つ
く
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
幼
児
期
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
、

運
動
機
能
向
上
に
役
立
つ
遊
び
を
い
く
つ

か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
運
動
遊
び
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

話
し
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
は
…

　
　
　

中
央
保
育
園

渡
辺　

旭

　

道
具
を
使
わ
な
い
運
動
遊
び
で
は
、
自

分
の
体
を
動
か
す
こ
と
で
筋
力
ア
ッ
プ
や

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
え
る
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。
な
わ
と
び
や
ボ
ー
ル
な
ど
の
道

具
を
使
う
遊
び
で
は
、
筋
力
ア
ッ
プ
な
ど

に
加
え
て
、リ
ズ
ム
感
や
持
久
力
、
器
用
さ

や
集
中
力
の
向
上
な
ど
も
見
込
め
ま
す
。

■
ま
だ
あ
る
運
動
遊
び
の
良
い
と
こ
ろ

　

集
団
で
遊
ぶ
場
面
で
は
、
遊
び
を
通
し

て
意
見
を
主
張
し
た
り
、
時
に
は
妥
協
も

し
な
が
ら
、
運
動
能
力
に
加
え
て
社
会
性

を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
遊

び
に
よ
っ
て
は
素
早
い
方
向
転
換
や
、
状

況
判
断
な
ど
を
行
う
為
、
脳
の
運
動
制
御

機
能
や
知
的
機
能
の
発
達
に
良
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
運
動
遊
び
に
は
体
を
強

く
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
性
や
脳
へ
の

良
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。
知
育
も
大
切
で

す
が
、
運
動
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

『
座
り
相
撲
』

　

二
人
で
向
か
い
合
っ
て
座
り
、
両
手
で

押
し
合
い
っ
こ
し
ま
す
。
肩
や
肘
、手
首
、

膝
、
足
首
の
関
節
が
よ
く
動
き
ま
す
。

『
座
っ
た
ま
ま
シ
ー
ソ
ー
』

　

二
人
で
向
か
い
合
っ
て
座
っ
た
状
態

で
両
足
の
裏
を
合
わ
せ
、
手
を
つ
な
い

で
交
互
に
引
っ
張
り
あ
い
ま
す
。
手
足

の
筋
が
よ
く
伸
び
ま
す
。

『
プ
ロ
ペ
ラ
ジ
ャ
ン
プ
』

　

な
わ
を
地
面
ス
レ
ス
レ
で
旋
回
さ
せ

て
、
当
た
ら
な
い
よ
う
に
ジ
ャ
ン
プ
し
ま

す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
の
取
り
方
、
バ
ラ
ン
ス

感
覚
が
良
く
な
り
ま
す
。

『
ゴ
ム
と
び
』

　

長
め
の
平
ゴ
ム
の
両
端
を
伸
ば
し
、

高
さ
を
変
え
な
が
ら
飛
び
越
え
ま
す
。

難
易
度
を
変
え
、
目
標
を
見
据
え
な
が

ら
練
習
す
る
事
が
大
切
で
す
。

『
的
あ
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
』

　

い
ろ
い
ろ
な
ボ
ー
ル
を
使
い
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
の
要
領
で
楽
し
み
ま
す
。的
ま
で

の
距
離
や
投
げ
方
を
変
え
た
り
し
ま
す
。

投
げ
る
強
さ
の
感
覚
が
身
に
付
き
ま
す
。

『
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
』

　

相
手
に
め
が
け
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
た

り
、
受
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
視
覚
を

使
い
距
離
感
を
体
で
学
び
ま
す
。

参考：幼児の運動遊び！体の発達に合った身のこなしを習得できる遊び方
　　　URL : https://kosodate-march.jp/undouasobi-31611/
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対象者へ個人通知

健康ふくし課健康グループ ☎83-5431

2月
個 日時日 場所場 対象対 内容内 持ち物持 申込申 その他他

お問い合わせ

【■ の行事については】
こども未来課子育て支援センターぱれっと ☎83-3767
【■ の行事については】

これっと・ぱれっとを親子のふれあ
いの場、友達づくりの場として開放
しています。
①これっと
②ぱれっと
①【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・木】午後2時～4時
②【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・金】午後2時～4時
※事業のある日は中止となります。

場

にこにこサロン

日

※こども未来課子育て支援センターが行う行事については
　『わくわく便り』に詳細を記載していますので、あわせてご覧ください。

2月15日㈭
午前9時30分～11時30分

日

役場庁舎 １階和室場

助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者対

内 育児相談、母乳相談

持 母子手帳、タオル（母乳相談希望
の方）

2月8日㈭
12時40分～午後1時30分

日

役場庁舎場

乳幼児健診

8か月～10か月児対

持  母子手帳、子育てサポートファ
イル 『えんじん』

個

 計測、問診、小児科診察、保健・
 栄養相談、子育て相談

内

申

にこにこサロン★志比内
2月14日㈬午後1時5分～2時10分日

０歳～就学前児と保護者対
志比内地区以外で参加される方は
事前にぱれっとまでご連絡ください

志比内小学校場

内

子育てや教育に関する不安・悩み
の相談を受けます。あわせて、親子
のふれあいの場として『わくわく広
場』も開設しています。

2月19日㈪
午前9時30分～11時30分

日

これっと場

幼児の食生活について栄養士の
の若林泰子先生にお話していた
だきます。

子育て教育相談
日

①これっと総合体育館
②ぱれっと

場

これっと・ぱれっと健康相談

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談、歯科相談（①のみ）

持 母子手帳、健康手帳

①2月23日㈮　②2月27日㈫
午前9時30分～11時30分

内

わくわく教室
2月2日㈮午前10時～11時　　　　　　　　　　　日

０歳児～就学前児と保護者対
豆まき会

これっと場

2月1日㈭午前中までにこども未来課申

2月15日㈭日

旭川がん検診センター場

子宮・乳がん・骨検診

検診日の１週間前までに健康
ふくし課（☎83-5431）まで

申

送迎バスを運行します他

※詳細は広報12月号
　折り込みチラシをご覧ください。

対 ０歳児と保護者

場

すくすく広場
2月7日㈬午前10時～11時日
ぱれっと

ベビーマッサージ

2月5日㈪午前中までにこども
未来課まで

内

申

着替え（必要な方）、オムツ、
飲み物、バスタオル

持

対 １歳～就学前児と保護者

よちのび広場
2月15日㈭午前9時30分～12時30分
集合：これっと9時20分 ぱれっと9時25分

日

バス遠足（カムイの杜）

2月9日㈮午前中までにこども
未来課まで

内

申

着替え（必要な方）、オムツ、
飲み物、おやつ

持

食事はとりません他

参加費：子ども一人につき200円他
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清
き よ か わ

河 未
み く

来 さん
1998 年生まれ　19歳
ＪＲ北海道に勤務
趣味：手芸

多くの人の役に立てるような
大人になりたいです

「
自
分
が
小
さ
い
こ
ろ
に
思
い
描
い
て
い
た

成
人
は
も
っ
と
大
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の

で
、
少
し
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
」。
笑

顔
で
そ
う
話
す
の
は
、
今
年
の
成
人
式
で
新

成
人
代
表
と
し
て
誓
い
の
言
葉
を
読
み
上
げ

た
、
清
河
未
来
さ
ん
。

清
河
さ
ん
は
、幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で

東
神
楽
町
で
過
ご
し
た
後
、旭
川
の
商
業
高

校
を
卒
業
。現
在
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
改
札
窓

口
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
社
会
人
生

活
も
２
年
目
で
、基
本
的
な
仕
事
の
流
れ
も
つ

か
め
て
き
ま
し
た
。覚
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
も
ち
、毎
日
の
仕
事
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」。そ
う
話
す
表
情
は
、新
成
人

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

就
職
を
機
に
札
幌
で
生
活
し
て
い
る
清
河

さ
ん
は
、
東
神
楽
町
に
帰
省
し
た
際
、
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
た
そ
う
で
す
。「
東
神
楽
町
は

空
気
が
と
て
も
き
れ
い
で
お
い
し
い
と
こ
ろ
だ

と
、
札
幌
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
深
呼
吸
を
す
る

と
、
体
の
中
か
ら
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
よ
う

な
感
じ
で
す
ね
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

ま
た
、
実
家
を
離
れ
て
か
ら
、
周
り
の
人

に
助
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
気
づ
く
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
清
河
さ
ん
。「
一
人
暮
ら
し
に

な
っ
て
、
親
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
、

頼
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
然
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し
だ
と
自
分

の
こ
と
を
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
、
今
更
な
が
ら
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て

き
ま
す
ね
」
と
照
れ
な
が
ら
話
し
ま
す
。

東
神
楽
町
で
の
思
い
出
を
訪
ね
る
と
、
中

学
校
の
体
育
祭
で
披
露
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
競
技
だ
と
答
え
る
清
河
さ
ん
。「
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
の
で
す
が
、自
分

た
ち
で
振
り
付
け
な
ど
を
考
え
て
、練
習
し
て

…
。み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
も
の
を
多
く
の
方

に
見
て
も
ら
っ
た
と
き
、と
て
も
大
き
な
達
成

感
を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。い
い
思

い
出
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

清
河
さ
ん
は
、出
身
を
聞
か
れ
た
際
は

「『
す
て
き
な
笑
顔
と
花
の
ま
ち
』の
東
神
楽

町
で
す
」と
答
え
る
ほ
ど
、東
神
楽
町
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
気
に
入
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
道
路
は
き
れ
い
で
花
壇
も
整
備
さ
れ
て
い

て
、本
当
に
す
て
き
だ
と
思
い
ま
す
。多
く
の

人
に
東
神
楽
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
よ
ね
」と
話
し
ま
す
。

最
後
に
、新
成
人
と
し
て
の
目
標
を
伺
う
と

「
自
分
の
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
健
康
の
た
め
に
運

動
す
る
機
会
を
増
や
し
、
自
炊
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
日
で
も
早

く
自
立
し
た
大
人
に
な
れ
る
よ
う
、
毎
日
何

事
に
も
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

す
て
き
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

p16_17.indd   17 2018/01/19   13:35:23



お
知
ら
せ

　

毎
日
の
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い

て
、
心
配
ご
と
相
談
員
が
お
話
し
を

伺
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談

の
内
容
は
個
人
の
秘
密
と
し
て
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
日
程　

２
月
15
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所　

役
場
庁
舎
１
階 

 

健
康
相
談
室

　

　

　

森
林
は
40
年
か
ら
50
年
の
年
月
を

か
け
て
育
て
る
た
め
、
適
切
な
時
期

に
管
理
を
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で

す
。
森
林
の
管
理
は
、
主
に
次
の
と

お
り
で
す
。

■
下
刈
り　

植
栽
し
た
苗
木
は
背
の

高
さ
が
周
辺
の
草
よ
り
高
く
な
る

ま
で
、
夏
場
の
下
草
刈
り
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

■
除
間
伐　

植
え
た
苗
木
の
成
長
に

応
じ
て
立
木
本
数
を
間
引
き
す
る

も
の
で
、
日
当
た
り
や
風
通
し
が

よ
く
な
り
木
が
早
く
太
り
ま
す
。

■
植
林　

山
の
木
を
伐
採
し
た
ま
ま

放
置
す
る
と
、
土
砂
が
流
失
し
た

り
、
山
崩
れ
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。
次
代
に
引
き
継

ぐ
森
林
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
伐

採
後
の
植
林
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

こ
れ
ら
森
林
整
備
の
予
定
が
あ
り

ま
し
た
ら
、東
神
楽
町
森
林
組
合
ま
た

は
産
業
振
興
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　

相
続
、
お
よ
び
法
人
の
合
併
や
分

割
、
時
効
取
得
な
ど
に
よ
り
農
地
を

取
得
し
た
と
き
は
、
農
業
委
員
会
へ

届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
の
期
限
は
、
被
相
続
人
が
死

亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か

ら
、
お
お
む
ね
10
か
月
以
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
相
続
さ
れ
た
方
が
農
地
を

耕
作
で
き
な
い
場
合
は
、
地
区
担
当

農
業
委
員
、
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ・相談　東かぐら司法書士事務所

■売買・相続・抵当権の設定■
■会社の設立・役員変更登記■

未来につなぐ相続登記
次の世代へのつとめです

お気軽にご相談ください

東かぐら司法書士事務所
司法書士　　多田　進

ひじり野南２条３丁目４番８号

☎：68-5768　FAX：76-1153

【有料広告】

■平成 30年度森林整備・きのこの斡旋について
　平成 30 年度に植林間伐、森林評価などの計画が
ある方や、シイタケ、ナメコなどの種駒菌のお申し
込みは以下の通り東神楽町森林組合までお申し込み
ください。
※きのこ類の申し込みに限り締切
平成 30 年２月20日㈫

■事務局　清河　携帯　090-9756-3658

■問い合わせ・申込み　東神楽町森林組合（☎・FAX 83-2234）

【有料広告】

お
気
軽
に
ど
う
ぞ  

心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
☎
83
―
５
４
２
４

農
地
を
相
続
し
た
時
は

届
け
出
が
必
要
で
す

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
83
―
５
４
４
０

森
林
所
有
者
の
方
々
へ

東
神
楽
町
森
林
組
合
☎
83
―
２
２
３
４

産
業
振
興
課　

　
　

☎
83
―
２
１
１
４
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特
　
　
集

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

情
報
案
内
板

Pick up
　北海道では、母子家庭などの経済的自立を助け、
扶養している児童（子）の福祉の増進を目的に、母
子父子寡婦福祉資金の貸し付けを行っています。
■貸付資金の種類
　　事業開始資金・事業継続資金・修学資金・技能
習得資金・就職支度資金・修業資金・医療介護資
金・生活資金・住宅資金・転宅資金・就学支度資金・
結婚資金
■貸付対象・限度額・期間など
　　貸付資金の種類により異なりますので、資金を
必要とする時期を考慮したうえで、早めにお問い
合わせください。なお、修学資金の借り入れを希
望される方は、３月２日㈮までにご連絡ください。

■問い合わせ　健康ふくし課ふくしグループ（☎83-5430）

　地域の元気づくり課では、次のとおり教育相談の窓
口を開設しています。家庭・学校・地域における子ど
もの教育上の相談など、悩みごとがあるときは、ぜひ
お気軽にご相談ください。
※相談は電話または面談で実施します。
※面談の場合は、事前に来訪日などの打ち合わせをし
ます。

■相  談  員　教育アドバイザー　吉
よしざわ

澤　廣
ひろはる

治

　　　　　　生涯学習コーディネーター　松
まつなが

永　博
ひろいち

一
■日　　時　月曜日～金曜日
　　　　　　午前８時 30 分～午後５時
■電話相談　☎ 83-5407
■面談場所　地域の元気づくり課（総合福祉会館内）
■ E-mail　　 kyoiku_soudan@town.higashikagura.lg.jp

■問い合わせ　地域の元気づくり課（☎83-5407）

　

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
さ
せ
る
場
合
、
保

護
者
の
方
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な
利
用

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
子
ど
も
た
ち

を
言
葉
巧
み
に
誘
い
出
し
、
殺
害
す

る
と
い
う
事
件
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
い
方
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関

す
る
知
識
、
情
報
モ
ラ
ル
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
親
子
で
身
に

つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す

②
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る

　

適
切
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
親
子
で
話
し
合
い
、
具
体

的
な
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

③
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
設
定

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
知
識
が
十

分
で
は
な
い
お
子
さ
ま
が
、
不
用
意

に
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
な
い
よ
う
制
限
す
る
機
能
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
事
件
・
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
必
ず
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
実
際
に
お
き
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を

も
と
に
、予
防
法
と
対
策
法
を
『
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
事
例
集

（
平
成
29
年
度
版
）』
と
し
て
取
り

ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。（
検
索
ワ
ー
ド
：
総
務
省
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
事
例
集
）

　

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
道
内
市

町
村
の
う
ち
弁
護
士
が
定
住
し
て
お

ら
ず
、
法
律
事
務
所
が
開
設
さ
れ
て

い
な
い
地
域
を
対
象
に
、
北
海
道
弁

護
士
会
が
道
内
の
弁
護
士
の
協
力
を

得
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
日
時　

２
月
15
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所　

役
場
庁
舎
１
階
和
室

■
担
当　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

佐
藤
真
吾
弁
護
士

■
相
談
時
間　

１
人
30
分
程
度

■
申
し
込
み　

総
務
課
へ
事
前
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す

　
（
当
日
空
き
が
あ
れ
ば
対
応
可
能
）

　
■
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い

る
方
、内
部
障
が
い
や
難
病
の
方
、知

的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
・
発
達
障

が
い
な
ど
、外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て

も
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

方
々
が
、周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で

援
助
を
得
や
す
く
す
る
も
の
で
す
。

■
へ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　

障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
の
中
に

は
、
自
分
か
ら
「
困
っ
た
」
と
な
か

な
か
伝
え
ら
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。

災
害
時
や
緊
急
時
な

ど
、
障
が
い
の
あ
る
方

な
ど
が
困
っ
た
と
き
に

周
囲
の
方
か
ら
手
助
け

を
求
め
る
た
め
の
も
の

で
す
。

■
配
布
場
所

　

健
康
ふ
く
し
課
３
番
窓
口

■
配
布
方
法
な
ど

　

配
布
申
出
書
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。(
各
種
障
害
者
手
帳
の
提
示

や
印
鑑
な
ど
は
不
要)

※
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
受
け
取
り
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
健
康

ふ
く
し
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
族
や
代
理
人
に
よ
る
受
け
取

り
も
可
能
で
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
た
方

を
み
か
け
た
場
合
は
、電
車
・
バ
ス
内

で
席
を
譲
る
、困
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
声
を
か
け
る
な
ど
、思
い
や

り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
子
さ
ま
が
安
心
・
安
全
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
た
め
に

総
務
省 
北
海
道
総
合
通
信
局 

情
報
通
信
部

☎
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

配
布
し
て
い
ま
す

健
康
ふ
く
し
課
ふ
く
し
Ｇ
☎
83
―
５
４
３
０

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談

総
務
課
☎
83
―
２
１
１
２
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　認知症になっても安心して暮らせるまちをめざし、
認知症について正しく学び、認知症の人や家族を温か
く見守ることができるよう、東神楽町とエーザイ株式
会社の共催により開かれる講座です。

■日　時　２月 17 日㈯　午後２時～４時
■場　所　総合福祉会館　２Ｆ大ホール
■対　象　認知症についての理解や支援に関心のある
　　　　　町民の方
■内　容　基調講演『知って安心 正しく学ぶ認知症』
　　　　　（講師：旭川赤十字病院神経内科  浦茂 久 氏）
　　　　　講演『認知症サポーターになろう』
　　　　　（座長：東神楽町国保診療所長  相馬 光宏 氏）
■定　員　150 名（参加費無料）
■申込み　２月 15 日㈭までに地域包括支援センターへ

■問い合わせ・申込み　地域包括支援センター（☎83-5600）

■対　象　北海道内に居住または滞在
　　　　　している子どもの保護者など
■相談例　転んで頭をぶつけた
　　　　　熱が出たが、何℃まで様子を見ればよいか
　　　　　すぐに医療機関を受診させた方がよいか
■時　間　午後７時～午前８時まで

・小児科医の支援体制のもと、看護師が相談に応じます。
（午後７時～午後11時までは道内の小児科医・看護
師が対応し、午後11時～午前８時まではコールセン
ター（道外の小児科医・看護師）で相談に応じます）
※電話相談は家庭での一般的対処に関する助言やア
ドバイスであり、電話による診断や治療はできま
せんのであらかじめご了承ください。

■相談窓口電話番号　☎011-232-1599  または  ＃8000

　

北
方
四
島
の
早
期
返
還
の
実
現

は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年

に
わ
た
る
悲
願
で
す
。
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
60
年

以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
領
土

返
還
へ
の
具
体
的
な
道
筋
は
今
な
お

見
え
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

北
方
領
土
問
題
の
１
日
も
早
い
解

決
を
期
待
し
て
い
る
北
海
道
と
し
て

は
、
国
の
外
交
交
渉
を
積
極
的
に
後

押
し
す
る
立
場
か
ら
、
さ
ら
に
道
民

世
論
の
結
集
を
図
る
た
め
、
２
月
７

日
の
『
北
方
領
土
の
日
』
を
中
心
に
、

啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
北
方

領
土
返
還
運
動

へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
皆
さ
ま

に
、
次
の
と
お
り
援
護
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
】

（
無
利
子
）

■
対
象　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）

事
故
に
よ
り
保
護
者
の
方
が
な
く

な
ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
を

残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の
お

子
さ
ま
で
、
０
歳
か
ら
中
学
卒
業

ま
で

■
貸
付
金
額　

１
人
に
つ
き
最
初
一

時
金
15
万
５
０
０
０
円
、
以
後
月

額
２
万
円
ま
た
は
１
万
円
（
選
択

制
）、
小
・
中
学
校
入
学
時
に
入

学
支
度
金
４
万
４
０
０
０
円

■
返
還
方
法　

貸
付
終
了
後
、
原
則

と
し
て
20
年
以
内
の
月
々
均
等
払

い
に
よ
り
返
還

■
そ
の
他　

高
校
、
大
学
な
ど
に
在

学
中
は
返
還
猶
予
が
可
能
で
す
。

【
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
】

■
対
象　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）

事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊
髄
、
ま
た

は
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
方
で
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
（
自
損
・
他
損
は
問
い
ま

せ
ん
）。

■
支
給
額　

月
額
２
万
９
２
９
０
円

〜
13
万
６
８
８
０
円
の
範
囲
で
、

障
が
い
の
程
度
や
介
護
費
用
の
支

出
に
応
じ
て
支
給

※
短
期
入
院
費
用
も
別
途
支
給

■
注
意　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
労

災
の
介
護
給
付
な
ど
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
『
口

座
振
替
』
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

納
付
の
た
び
に
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
ば
か
り
か
、
納
め

忘
れ
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
と
て

も
便
利
で
確
実
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分

ま
で
、
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と

め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
、
保

険
料
が
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
の
前
納
に
は
、
６
か

月
分
（
４
月
分
か
ら
９
月
分
、
10
月

分
か
ら
翌
年
３
月
分
）、１
年
分
（
４

月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
）、２
年
分

（
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
）
の

３
つ
の
振
替
方
法
が
あ
り
、期
間
が

長
い
ほ
ど
割
引
額
は
増
加
し
ま
す
。

　

４
月
分
か
ら
の
口
座
振
替
に
よ
る

前
納
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
２
月
末

ま
で
に
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
年

金
事
務
所
で
の
お
申
し
込
み
手
続
き

が
必
要
で
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は

２
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
を

旭
川
年
金
事
務
所
☎
72
―
５
０
０
４

（
音
声
案
内 

２ 

↓ 

２
）

年　
　
　

金

北
方
領
土
の
返
還
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
83
―
２
１
１
３

交
通
事
故
の
援
護
制
度
の
つ
い
て

自
動
車
事
故
対
策
機
構  

旭
川
支
所

☎
40
―
０
１
１
１
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■問い合わせ　健康ふくし課 ふくしグループ（☎83-5430）

■成年後見制度に関する出張相談

　高齢者や障がいのある方の『生活』や『財産』に
関する不安や困りごとについて旭川成年後見支援セ
ンターの相談員がお話しを伺います。本人のさまざ
まな権利が守られ、安心して地域で暮らしていける
よう『成年後見制度』の利用についてお手伝いしま
す。相談を希望される方は、事前に健康ふくし課ふ
くしグループまでご連絡ください。

日　時　２月 19 日㈪

　　　　午後２時 30 分～４時
場　所　役場庁舎１階　健康相談室

■成年後見制度とは？
　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判
断能力の不十分な方々は、不動産や預貯金などの財
産を管理したり、身のまわりの世話のために介護な
どのサービスや施設への入所に関する契約を結ぶこ
とができない場合があります。また、自分に不利益
な契約であってもよく判断ができずに契約を結んで
しまい、悪徳商法の被害にあうおそれもあります。
このような判断能力の不十分な方々を保護し、支援
するのが成年後見制度です。
　旭川成年後見支援センターは、社会福祉法人旭川
市社会福祉協議会が運営し、関係機関と連携を図り
ながら行い、本人が安心して地域で暮らしていくた
めの環境づくりをお手伝いしています。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
か
ら
は
、

新
た
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に

よ
る
２
年
前
納
が
可
能
と
な
り
、
ま

す
ま
す
便
利
な
納
付
方
法
に
な
り
ま

し
た
。

　

た
だ
し
、
有
効
期
限
を
迎
え
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
、
更
新

時
に
改
め
て
手
続
き
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

を
ご
希
望
の
方
、
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
を
迎
え
る
方

は
、
旭
川
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

平
成
30
年
度
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
資
格

・
大
卒
程
度
試
験

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
22
歳
以
上
26

歳
未
満
の
者（
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
）（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の

者
は
大
卒
（
見
込
み
含
む
））

・
院
卒
者
試
験

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
修
士
課
程
修

了
者
（
見
込
み
含
む
）
な
ど
で
、

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者（
平
成

31
年
４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間　

３
月
１
日
㈭
〜
５
月

　

１
日
㈫

■
試
験
日　

一
次
試
験　

５
月
12
日

㈯
・
13
日
㈰
（
13
日
は
飛
行
要
員

の
み
）

■
試
験
会
場　

い
ず
れ
も
陸
上
自
衛

隊
旭
川
駐
屯
地（
旭
川
市
春
光
町
）

　

高
齢
者
事
業
団
で
は
、経
験
や
能
力

を
生
か
し
て
健
康
で
仕
事
に
生
き
が

い
を
求
め
て
い
る
、お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
平
成

30
年
度
の
新
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
作
業
内
容

・
公
園
な
ど
の
草
刈
り
、
清
掃

・
公
共
花
だ
ん
の
植
栽
、
除
草

・
各
公
共
施
設
の
管
理
、
清
掃

・
環
境
整
備
の
ほ
か
一
般
作
業
な
ど

■
申
し
込
み　

２
月
13
日
㈫
ま
で
に

東
神
楽
義
経
公
園
内
の
高
齢
者
事

業
団
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

東
神
楽
町
で
は
、
町
外
居
住
の
方

か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
を

い
た
だ
い
た
際
に
、
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
特
産
品
な
ど
の
お
礼
の
品

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

東
神
楽
町
の
Ｐ
Ｒ
、
特
産
品
の
販

売
促
進
お
よ
び
地
元
経
済
の
活
性
化

な
ど
を
図
る
た
め
、
町
内
に
事
業
所

を
有
す
る
事
業
者
に
よ
り
、
町
内
で

生
産
・
製
造
・
加
工
・
販
売
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
特
産
品(

期
間
限

定
・
数
量
限
定
も
可)

が
あ
り
ま
し

た
ら
、
出
品
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
換
金
お
よ
び
転
売
の
可
能
性
が
高

い
も
の(

商
品
券
な
ど)
は
、お
礼
の

品
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

旭
川
年
金
事
務
所
☎
72
―
５
０
０
４

（
音
声
案
内 

２ 

↓ 

２
）

高
齢
者
事
業
団
員
を
募
集
し
ま
す

高
齢
者
事
業
団
事
務
局
☎
83
―
５
４
２
５

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

☎
54
―
５
６
１
７

ふ
る
さ
と
納
税

特
産
品
な
ど
の
募
集
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
83
―
２
１
１
３

募　
　
　

集

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 平成30(2018)年・２月

p18_25.indd   21 2018/01/18   12:02:22



■問い合わせ　総務課（☎83-2112）

　東神楽町では、古くは昭和 61 年に『健康の町』
を宣言し、近年では『健康食育タウン事業』を展開
するなど、健康増進と食育の推進に力を入れてまい
りました。こうした取組をさらに進めていくために、
健康への悪影響が懸念される『タバコ』への対策を
今年から講じていきます。平成 30 年を『ひがしか
ぐら禁煙・分煙元年』とし、禁煙・分煙に関する社
会実験や取組を進めてまいります。

　今後は喫煙者・嫌煙者の両方の意見に耳を傾け、
両者が共に過ごしやすい社会を、模索しながら作っ
ていきたいと思います。町民の皆さまにおかれまし
ても、こうした取組にご理解をいただけますと幸い
です。

＜東神楽町役場では次のことに率先して取り組みます＞
【１】役場職員の役場内禁煙デーの実施
　毎月 22 日（22 日が土日祝の場合は翌出勤日）
を『吸わん吸わんデー』として、役場職員は庁舎
内において禁煙とします。

【２】分煙の取り組みを積極的に推進
　非喫煙者が参加する会合などでは、役場職員は
その場において喫煙を控えます。

■赤い羽根共同募金
　昨年 10月１日から展開した『赤い羽根共同募金』
には、多くの皆さんの参加とご協力をいただきました。
住民の皆さん、各企業をはじめ、運動推進にご協力い
ただいた女性ボランティア、あゆみの会、小中学校児
童生徒の皆さんに厚くお礼申し上げます。寄せられた
募金は全額、民間の社会福祉事業など道内の福祉施設
の設備、各種福祉活動や運動推進のために役立てられ
ます。また東神楽町社会福祉協議会への助成金は、地
域福祉活動やボランティア活動資金などに充てられま
す。

（平成 30年１月 10 日現在）

■歳末助け合い義援金
　昨年 12月１日から実施した『歳末たすけあい運動』
では、全町の皆さんのご支援により、多くの義援金
が寄せられました。
　ご協力いただきました町民の皆さんや関係団体の
方々に厚くお礼申し上げます。
　寄せられた義援金は、12月 27日開催の審査委員
会により助成を決定し、町民そろって明るいお正月を
迎えるため、支援を必要とする世帯に対し、直接届
けられました。なお、助成内訳については、事業終
了後にお知らせします。
　皆さんの温かいご協力ありがとうございました。

（平成 29年 12 月 31 日現在）

■問い合わせ　社会福祉協議会（☎83-5424）
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　平日の開庁時間内に来庁できない場合は、事前に住民票や証明書などの交付を電話で予約し、土・日・祝
日または、夜間に役場で受け取ることができます。なお、受け取りはご本人、または予約時に指定した同一
世帯の方に限りますので、予約時に受け取りに来られる方をお申し出ください。
※休日や夜間は、予約受付をすることはできません。

■予約可能な証明書など
①住民票の写し（くらしの窓口課 戸籍グループ：☎ 83－ 5401）
　住民票の写し
　※戸籍謄抄本、印鑑証明書は交付できません。

②所得、個人住民税額に係る証明書（税務課課税グループ：☎ 83－ 2119）
　所得証明、児童手当証明、課税証明、納税証明（軽自動車税納税証明書を含み、法人町民税は除く）

③固定資産に係る証明書（税務課課税グループ：☎ 83－ 2119）
　評価証明、評価通知書、公課証明、資産証明、所有証明

④被保険者証、受給者証などの再交付（健康ふくし課 ふくしグループ：☎ 83－ 5430）
　国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者証、限度額適用認定証、重度・ひとり親・子ども医療
費受給者証の再交付（新規交付はできません）

■電話予約時間
　月曜日から金曜日まで（祝日、年末年始を除く）の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

■受け取り
・予約された証明書などは、土曜日、日曜日、祝日の午前８時 30 分から午後９時まで、または月曜日から
金曜日（祝日、年末年始を除く）の午後５時 30 分から午後９時までの間に役場守衛室（役場南西側入口）
で交付します。
・交付の際に、請求書または申請書の記載をお願いします（被保険者証（注１）、限度額適用認定証（注１）、
受給者証の再交付の場合は、印鑑を持参してください）。

・交付の際は手数料を持参してください（お釣りが無いようにお願いします）。
・予約された来庁者の本人確認のため、マイナンバーカード、身分証明書、運転免許証、健康保険証などの
提示を求めますので、ご協力をお願いします。
・軽自動車税納税証明書の交付の際には、車検証が必要となりますので持参してください。

（注１）マイナンバーを確認できるものを持参してください。
　　　（マイナンバーカード、通知カード、マイナンバーが記載された住民票）

■問い合わせ　①くらしの窓口課（☎83-5401）  ②③税務課（☎83-2119） ④健康ふくし課（☎83-5430）
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Profile

リェーン・ジーン

　少々季節遅れですが、12月 16 日に実施
した『サンタ♪ウォーク in ひがしかぐら』
は、雪が降っているにも関わらず、下は２
歳、上は 89 歳の方までのたくさんの方々
にお集まりいただき、町内約 2キロメート
ルの道のりを元気にリンリンと鈴を鳴らし
ながら歩きました。サックスやユーフォニ
ウムなどの楽器も持ち込んでいただき、私
も 20 年ぶりにアルトサックスを吹きなが
ら行進しました。地域おこし協力隊として、
新しいものをイチから始めるという事は大
切なミッションとなりますので、次回はさ
らにイベント性を上げて、より多くの方々
に楽しんでいただけるような毎年の恒例行
事に育てていきたいと思います。

　今後のイベントですが、2月 10 日㈯の
『ウィンターフェスティバル』にて、今年
も公園の斜面を使ってのチューブ滑りや、
昨年初めて登場して大人気だったエアー
ボードも行う予定です。スラロームやジャ
ンプを楽しめるコースを作り、スリルとス
ピードと歓声をお届けしようと頑張ります
ので、ご期待ください。

の
年
や、
ー

Profile

活動報告と今後のイベントについて

小島 茂　

　日本に来る前にニュージーランドで受け
た日本語授業の中で、冗談交じりに『日本
は自動販売機の国』という話をされました。
実際に来日した時、種類などが充実した自
動販売機は私の想像を超えており、百聞は
一見に如かずとはこういうことを言うのか
と、カルチャーショックを受けました。
　日本は、自販機の数がただ多いだけでは
なく、その中身が全然違います。まず、同
じ自販機でも冷たい飲み物の横に温かい飲
み物も売っていることに驚きました。ドリ
ンクの種類も、ソフトドリンクだけではな
く、瓶に入っているミルクやコーンスープ
など、種類が豊富です。そして、飲み物だ
けではなく食品（たこやき、おにぎり、ラー
メンなど）を売っている自販機を見つけた
ときは、とても不思議に思いました。

　ニュージーランドやアメリカなどの販
売機は、冷たいドリンクやアイス以外は、
主にお菓子など（ポテトチップス、チョ
コレート、シリアルバーなど）が販売さ
れています。また、小銭しか使えない自
販機もあるので、お札も使える日本の自
販機の方が便利だと感じます。
　日本に到着した夜、ラーメン屋さんへ
行きました。そこで初めて『食券販売機』
を使ったのですが、写真がなく日本語の
文字のみの表記だったため、日本語を 7
年間勉強したのに、選ぶのにかなり時間
がかかってしまいました。食券を買った
後、次に何をするべきなのか全く分から
なくてあせったりもしましたが、最後は
無事にラーメンを食べることができまし
た。忘れられない経験です。

自動販売機

【サンタ♪ウォーク in ひがしかぐらの様子】
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Pick up

料理と食べることが大好きなのねずみのぐりとぐ
らは、森でみつけた大きなたまごで大きなカステ
ラを作ることに。
ぐりとぐらが歌いながら焼けるのを待っていると、
森中の動物たちが集まってきて…。みんなでカス
テラいただきます！

■ 東神楽町図書館　☎ 83-4646

ぶらりあるき北海道の博物館 （中村　浩）
西郷隆盛のことがマンガで 3時間でわかる本

（津田　太愚）
「国境なき医師団を見に行く」　  （いとう　せいこう）
ねこといぬ （岩合　光昭）
おらおらでひとりいぐも （若竹　千佐子）
おもかげ （浅田　次郎）
ノーマンズランド （誉田　哲也）
意識のリボン （綿矢　りさ）
いきもの　ものしりクイズ 100
かいけつゾロリのちていたんけん （原　ゆたか）
マララのまほうのえんぴつ　  （マララ　ユスフザイ）
えがないえほん （B.J. ノヴァク）
にんじゃなんにんじゃ （中垣　ゆたか）

心の嵐を青空に （美輪 明宏）
日本酒がおいしい人気店のおうちおつまみ
懐石小室に教わる一生ものの和のおかず（小室光博）

今月の特集
図書館では特集コーナーを設け
て、テーマに沿った本をまとめて
置いています。

ふれあい交流館の本が
東神楽町図書館にあります
　現在、工事によりふれあい交流館の図書館が利用
できないため、一時的に東神楽町図書館へ本を移動
しています。普段、東神楽町図書館のみをご利用さ
れている方は、ぜひこの機会にふ
れあい交流館の本をご覧になって
みてください。もちろん、貸出も可
能です。

イベント案内

■一般書・児童書　イヌ・ネコ特集

２月23日㈮は月末図書整理日のため休館日とな
ります。本を返却される方は図書館裏口のブック
ポストをご利用ください。

おうまのおやこ おはなし会
絵本を楽しむ会『おうまのおやこ』による
絵本よみきかせ会
■日　時　２月24日㈯　午前10時30分～
■場　所　ふれあい交流館 会議室１
■参加料　無料（事前申込み不要）
■問合せ　東神楽町図書館 （☎83－4646）

フランス芸術家協会主催の美
術展『ル・サロン』に入選した
作品を展示します。

■日　時　　２月４日㈰ ～２月24日㈯
■場　所　　東神楽町図書館
■入場料　　無料
■問合せ　  東神楽町図書館（☎83-4646）

2014 年ル・サロン入選作品
小林白炎『命の言霊墨絵詩書展』
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(木) (金) ■確定申告受付開始( ～3月14日 )（ P8 ）

(金) ■わくわく教室（ P16 ） (土) ■町民講座『地域で支える認知症』（ P20 ）

(土) (日) つ

(日)
■全町卓球大会（ 広報1月号：P18 ）
■図書館展示  小林白炎  『命の言霊墨絵詩書展』
　（～24日まで ）（ P25 ）

つ (月) ■子育て教育相談（ P16 ）■成年後見制度出張相談（ P21 ） 図

(月) 図 (火)

(火) (水)

(水) ■すくすく広場（ P16 ）■北方領土の日（ P20 ） (木) ■確定申告夜間受付（ P8）

(木) ■乳幼児健診（ P16 ） (金) ■確定申告夜間受付（ P8 ）■これっと健康相談（ P16 ） 図

(金) (土) ■おうまのおやこ おはなし会（ P25 ）

(土) ■ひがしかぐらウィンターフェスティバル2018（ P6 ） (日) つ

(日) 【建国記念の日】 つ (月) 図

(月) 【振替休日】
つ
・
図

(火) ■ぱれっと健康相談（ P16 ）

(火) ■高齢者事業団員募集　申込締切（ P21 ） (水)

(水) ■にこにこサロン★志比内（ P16 ）

(木)
■助産師健康相談（ P16 ）   ■子宮・乳がん・骨検診（ P16 ）
■よちのび広場（ P16 ）　■心配ごと相談（ P18 ）
■すずらん無料法律相談（ P19 ）

つ 図休館日案内 東神楽町図書館交流プラザつつじ館

〒 071-1592  北海道上川郡東神楽町南１条西１丁目
TEL  0166-83-2113   FAX  0166-83-4180
発行日 / 平成30年１月25日発行　発行者 / 東神楽町　編集者 / まちづくり推進課
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